
こぎつねルーファスのぼうけん 

       アリソン・アトリー作 石井 桃子訳 （岩波書店） 

おなかをすかせて泣いていた赤ギツネのみなし子ル

ーファスは、アナグマおくさんに見つけられ、一家の

養子になりました。ルーファスはいつも「ぼく、きけ

んだいすき。」と、アナグマの子どもたちの先頭に立っ

て冒険にでかけます。ある晩、ルーファスは、森の小

川にいる白鳥を見ようと家をぬけだしました。ところ

が、大ギツネに狙われる白鳥を助けようとしてつかま

ってしまい、箱におしこまれました。ルーファスは、

どんな錠もあけられるカエデの実のかぎとおまじない

の言葉で箱をあけ、アナグマたちの待つ家に帰ること

ができました。(「こぎつねルーファスとわるいおじさん」) 

他に「こぎつねルーファスと魔法の月」を収録。再

び大ギツネにつかまりかけたルーファスは、月や星の

不思議な力に助けられ機転を利かせて危険を乗り切り

ます。ユーモラスな挿絵が、元気にとびはねるルーフ

ァスにぴったりです。読んでもらえば５歳くらいから。

続編に『こぎつねルーファスとシンデレラ』があります。 

（片木） 

                                               

（片木） 

                         

 こねこのトムのおはなし 

ビアトリクス・ポター さく・え 

いしい ももこ やく （福音館書店） 

あるところに、ミトン、トム、モペット

という３びきのこねこがいました。お茶の

会の日、３びきはきゅうくつなよそ行きの

服を着て庭で待つようにいわれました。と

ころが、つきやまを登っていくうちにミト

ンとモペットの服の衿ははずれ、トムの服

のボタンははじけとび、帽子も石垣の下へ

落ちてしまいました。そこへ、ぴた ぱた ぱ

たり ぴた とアヒルたちがやってきて落ち

ていた服を身にまとって行ってしまいまし

た。 

柔らかい色調の水彩画を背景に、登場人

物が表情豊かに、いきいきと描かれ、ユー

モアのある切れの良い文章が耳に心地よく

ひびきます。子どもたちはトムになってハ

ラハラしながら物語を楽しみます。読んで

もらえば４歳くらいから。       （西村）                           

  

 
 

11 

月 

12 

月 
11・12 月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

8 

日 

6 

日 

塚森 

地域内 

10:30～10:50 

沖代 

地域内 

11:00～11:20 

福地(三反長)

地域内 

14:30～14:50 

米田 

公会堂 

15:00～15:20 

竹広南 

公民館 

15:30～15:50 

15

日 

13

日 
  

原池団地 

公民館 

15:00～15:20 

山田 

掲示板前 

15:30～15:50 

原 

太田東地区農村 

交流センター 

16:00～16:30 

22 

日 

20 

日 

広坂 

公民館 

10:30～10:50 

上太田 

公民館 

11:00～11:20 

 

 

 

太子      

ニュータウン 

公民館 

15:30～15:50 

吉福 

公民館 

16:00～16:30 

書窓 
  

Shoso   

太子町立図書館 編集発行 

〒671-1561           
兵庫県揖保郡太子町鵤 

1310 番地 7 
       

Tel (079)277-1580  
Fax(079)277-5684 

 

№403         2018.11 

 

 

子どもの本だな 61

６６6 10 
このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。 

お知らせ 

＜消しゴムはんこ教室＞ 

消しゴムはんこでオリジナル  
かばんを作ろう！ 

・日時：12月 2 日（日） 

     10:15～12:00 

・講師：一穂さん 

・場所：図書館 読書会室 

・対象：小学 4年生以上(10 名) 

＊申し込みは図書館まで。 

＊材料費が必要です。 
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学
期
に
１
回
、
各
小
学
校
へ
出
向
き
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
１
時
間
を
も
ら
っ
て
、
２
年
生
に
は
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
（
素
話
）
、
５
年
生
に
は
ブ
ッ
ク
・
ト

ー
ク
（
本
の
紹
介
）
を
し
て
い
る
。
２
学
期
、
斑
鳩

小
学
校
の
３
年
生
と
４
年
生
の
ク
ラ
ス
に
も
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
先
日
、
４
年
生
に
ロ
シ
ア
の
昔
話

を
語
っ
た
時
、
主
人
公
が
機
転
を
き
か
せ
て
危
険
を

逃
れ
た
場
面
で
、
ひ
と
り
の
男
の
子
が
「
か
し
こ
い

な
あ
！
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
低
学
年
に
語
る
と
、
怖

く
て
緊
張
す
る
場
面
で
も
、
４
年
生
と
も
な
る
と
、

く
す
っ
と
笑
え
る
余
裕
も
み
え
て
、
年
齢
に
よ
っ
て

楽
し
み
方
も
広
が
る
の
だ
と
実
感
し
た
。
何
よ
り
、

全
員
が
お
話
の
中
に
入
り
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
像

力
を
働
か
せ
て
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
て
い
る
の
が
伝

わ
っ
て
き
て
、
ゾ
ク
ゾ
ク
と
嬉
し
い
時
間
に
な
っ

た
。 『

宇
宙
に
命
は
あ
る
の
か
』
小
野
雅
裕
著
（
Ｓ
Ｂ

新
書
）
に
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
見
た
こ
と
の

な
い
も
の
を
想
像
す
る
力
だ
。
常
識
の
外
に
可
能
性

を
見
出
す
力
だ
」
と
あ
り
、
想
像
力
の
目
で
未
来
を

見
た
先
駆
者
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
車
も
、
電
気
も
電

話
も
、
飛
行
機
も
ロ
ケ
ッ
ト
も
、
そ
の
他
す
べ
て
の

技
術
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
著
者
の
言
葉
に
深

く
納
得
し
た
。 

映
像
や
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
目
に

見
え
な
い
も
の
を
見
る
「
想
像
力
」
を
養
う
た
め
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
本
の
力
は
大
き
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
） 

  

  

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8
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23 24 25 26 27 28 29

30 31

12月の開館日

地 

下 

水 
『 人間の解剖はサルの解剖のための鍵である 』 吉川 浩満 著  
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｢

本
書
は
、
現
在
生
じ
て
い
る
人
間
観
の
変
容
に
か
ん
す
る
調
査

報
告
で
あ
る
。｣

と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。｢

人
間
観｣

と
は
、
人
が｢

人

と
は
何
か｣

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
見
方
を
意
味
し
て
い
る
。
ま

た
、
人
間
観
の
変
容
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
、
認
知

と
進
化
に
関
す
る
最
新
の
科
学
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
著
者
は
、
認

知
科
学
や
社
会
生
物
学
な
ど
と
い
っ
た
多
面
的
な
視
点
か
ら
、
人
間

と
人
間
観
に
つ
い
て
考
察
し
、
私
た
ち
の
人
間
に
対
す
る
考
え
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
人
間
観
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

も
そ
も
人
間
と
は
な
に
か
。
著
者
は
、『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』(

ユ
ヴ

ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
著)

の
中
に
あ
る
、｢

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
信
じ

る
能
力｣

が
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
一
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
間
の
定
義
は
、
時
代
や
場
所
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
と

も
述
べ
る
。
そ
の
例
と
し
て
聖
書
と
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
人
間
観
を

挙
げ
て
い
る
。
聖
書
に
お
い
て
、
人
間
は
神
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

存
在
で
あ
る
。
対
し
て
ニ
ー
チ
ェ
は
、
人
間
は
動
物
と
超
人(

人
間

の
理
想
像
の
限
界)

の
間
の
綱
だ
と
主
張
す
る
。
二
十
一
世
紀
の
現

代
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
宗
教
で
も
哲
学
で
も
な
く
、
科
学

技
術
文
明
が
人
間
の
再
定
義
を
迫
っ
て
い
る
と
著
者
は
訴
え
る
。
そ

の
う
え
で
、
動
物
行
動
学
者
で
あ
る
ド
ー
キ
ン
ス
の
言
葉
を
借
り
て

｢

人
間
と
は
不
合
理
な
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る｣

と
定
義
づ
け
る
。
人
間
と

は
遺
伝
子
が
操
縦
す
る
他
律
的
な
存
在
だ
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
認

知
心
理
学
者
で
あ
る
ス
タ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
主
張
を
例
に
挙
げ
、
行
動

の
融
通
は
利
く
が
結
果
が
保
証
さ
れ
な
い
と
い
う
不
合
理
性
が
特

徴
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
で
あ
る
と
述
べ
、
人
間
観
の
変
容
に
つ
い

て
、
ひ
と
つ
の
回
答
を
示
し
て
い
る
。 

著
者
は
本
書
を
、
現
在
執
筆
中
の
『
人
間
本
性
論
』(

仮)

の
副
産

物
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
の
文
章
構
成
は
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
討
議
、
品
評
な
ど
様
々
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

貫
し
て
人
間
観
に
つ
い
て
論
理
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
読
み
終
わ

っ
た
後
に
私
の
頭
に
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
の
Ｓ
Ｆ
小

説
の
世
界
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
Ｓ
Ｆ
小
説
の
テ
ー
マ
と
し
て
頻
繁
に

登
場
す
る｢

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン｣

の
存
在
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
よ
う
な
、
そ
ん
な
説
得
力
を
こ
の
本
か
ら
感
じ
た
。 

（
光
藤
） 

 

＊カレンダーの×印は

休館日 

＊    は館内整理日 

返却のみ受付 

(10：00～17：00) 

＊ 開館時間は 

10：00～18：00 

金曜日は 

20：00 まで開館 
 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

11月の開館日



 

 


